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１ はじめに 

 

「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」（諮問）は、「今後必要とされ

る資質・能力を子供たちに育むためには、｢何を教えるか｣という知識の質や量の改善はもちろ

んのこと、「どのように学ぶか」という、学びの質や深まりを重視することが必要であり、課題

の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習（いわゆる「アクティブ・ラーニング」）や、

そのための指導の方法等を充実させていく必要がある。」と述べている。その重要性は、新学習

指導要領においても示されているところである。 

埼玉県教育委員会では、これまでも、東京大学 CoREF と連携し、生徒が潜在的に持っている

「学ぶ力」を有効に引き出すことができる学び「協調学習」を取り入れた授業改善に関する研

究や、児童生徒が相互に学び合う学習方法について、発達の段階、学習内容等に応じた効果的

な活用方法を明らかにし、県内小・中学校へ普及をさせるなど、児童生徒の主体的な学びの充

実に向け取り組んできた。これらの取組は、授業手法の改善や児童生徒の学習状況に一定の成

果を上げてきた。今後、さらなる推進が求められる。 

 

２ 研究の目的 

 

当センターでは、こうした国や県の動向を踏まえ、次世代型教育モデルを創造するプロジェ

クトを立ち上げた。本調査研究は、その一環として行うものである。各教科等の特質に応じて、

新たな学びのモデルを開発し、効果的な活用モデルの提案を行う。さらに、この研究によって

得られた成果を当センターが行う各研修に反映させ、全県に広めていくことが本調査研究の目

的である。 

 

３ 研究の内容 

 

  本調査研究では、以下の柱を中心とし、学校段階や教科の特質を踏まえて、主体的・協働的

に学ぶ学習・指導方法を研究した。 

 (１) 反転学習（既存コンテンツの有効な活用、新コンテンツの開発、反転による事前学習を 

   経た本時の授業デザイン、汎用性のあるモデルの開発、効果の検証等） 

 (２) 問題解決的な学習（既存スタイルの再検討、単元モデルの例示、教科の特質を踏まえた 

   汎用性のあるモデルの開発、効果の検証等） 

 (３) グループ学習（上記（１）（２）への有効な取り入れ方、教科の特質を踏まえた有効な 

   グループ学習の検討、効果の検証等） 

 

 

 

 

 

埼玉県のマスコット「コバトン」 



 

４ 研究の方法 

 

次の各教科等で研究協力委員を委嘱し、所員と協力して２ヶ年の調査研究を行った。 

知識構成型ジグソー法 その他

国語 ○

社会 ○

算数・数学 ○

理科 ○

音楽 ○ ○

図工・美術 ○

技術・家庭 ○

体育・保健体育 ○

外国語活動・外国語 ○ ○

道徳 ○

国語 ○

地歴・公民 ○ ○

数学 ○

理科 ○ ○

保健体育 ○

家庭 ○ ○

外国語 ○ ○

小中学校

高等学校

ＩＣＴ活用、反転学習 グループ学習
問題（課題）解決学習学習・指導方法

校種・教科

 

 

５ 各教科等の主な取組と成果 

   

【小中学校部会】 

算数・数学の取組例 

テーマ：算数・数学科における「主体的・対話的で深い学び」に向けた学習・指導の改善充

実 

 

 ○児童生徒にとって、「なぜ」、「どうして」などの問いが生まれるような問題場面を設定する。 

   〈問題場面の提示の視点〉           〈問題場面の工夫の視点〉 

 

 

 

 〈問題を把握し、解決の見通しをもつための問い」の例〉  

 

 

     

 

 

 

 

 

①切実な問題場面を提示する。 

②知的好奇心を揺さぶる問題場面を提示する。 

 

・「分かりそうだが、分からない」 

・「当たり前だが、なぜ、そうなるのか明らか

ではない」 

・「結果は出るが、根拠が分からない」 

 



  成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   ○は成果 ●は課題 

 

【高等学校部会】 

  国語の取組例 

  テーマ：深い学びにつながる、生徒主体の授業モデルに関する研究 

 

 目標設定シートとリフレクション

（振り返り）シートの活用（表１）、ホ

ット・シーティングの活用、要約文指

導と結びつけた定期考査作成の工夫に

ついて、異なる学校で実施した。また、

アンケート結果をもとに汎用性を検討

した。要約文の作成においては、「読む

こと」の深まりと、「書くこと」への橋

渡しとしての役割を検討した。その際、

学習者のレベルに合わせて、取り組め

るよう工夫した。 

 

  成果と課題 

・すべての学校において、興味・関心

を持って取り組むことができた。 

・要約については書くことの意識変容

につながった。 

・生徒の授業への参加意識をいかに高

めることができるかが重要であり、自

らの学びの軌跡を自覚して捉えること

が重要だということがわかった。 

・リフレクションシートの活用では、

学習の動機付けの性質が強いため、深

い学びの観点に課題が見られる。 

 

【実践例 第５学年 きまりに目をつけて】 

＜授業の様子から＞ 

練り上げで図と表と変わり方のきまりに着目しながら立式していく場面  

T：A さんが３×□で止まっていた気持ちが分かりますか？ 

C：画びょうの個数が３の倍数になっていないからです。 

T：この表がどうだったらよかったの？ 

C：３、６、９、１２、１５・・・ 

T：＋１とは何のことですか？ 

C：図のここです。 

T：では、一つ目の正方形の数え方は 

   どうなりますか？ 

C：３×１＋１ 

 〇異なる表現方法を関
連させるための問いに
よって、図と表と式を
行き来しながら考えた
り説明したりする姿が
見られた。 

 ●子どもが自ら見つけ
広げる場面を作ってい
けるような問題の工夫
が必要である。誤答も
効果的に取り上げ、ア
イデアのよさを感じさ
せたり、正答へつなげ
る経験をさせたりする
ことも大切だった。 

表１ 目標設定シートと振り返りシート 



 

６ 成果と課題 
 

（１） 成果 

   ア 検証授業等を行い、効果検証することで、新たな教育モデルの開発ができた。 

    各教科で検証授業を行い、効果を検証することで、児童生徒が主体的・協働的に学ぶ

ことのできる、汎用性のあるさまざまな教育モデルについて事例の蓄積ができた。 

   イ 校種間、教科を越えて共通する教育モデルが明らかになった。（図１） 

 学習指導においては、校種が異なっていても、共通の学習方法が有効であることを確

認できた。 

   ウ 調査研究の成果を各研修に反映させるための教員研修プログラム（表２）の開発がで 

    きた。 

 教科の見方・考え方をベースに、主体的・対話的で深い学びの視点を取り上げ、具体

的な手順についてまとめた。来年度以降、本センターで実施する研修に反映させる予定

である。 

     

 

 

 

（２） 課題 

    今後も、実践を重ねながら本調査研究の普及・活用方法と、新学習指導要領に即した授

業デザインや単元モデルの改善を進める必要がある。 

 

７ おわりに 
 

  本年度の調査研究は、国の動向を踏まえつつ、先行事例を調査し、主体的・協働的に学ぶ学 

 習、指導方法の実践事例と効果の検証を行い、そこから効果的な活用モデルを提案する研究を 

 行った。今回の成果を本センターで実施する研修に反映し、教員の教科指導力、資質・能力の 

 向上を進め、児童生徒一人一人の学びを引き出していく。 

研究報告書は、埼玉県立総合教育センターのホームページ

(http://www.center.spec.ed.jp/)から閲覧できます。 

図１ 主体的・協働的に学ぶ学習の視点 

表２ 研修プログラムシート 
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